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 「収穫は多いが、働き手が少ない。だから、収穫のために働き手を送ってく

ださるように、収穫の主に願いなさい」。このように言われるイエスは、十二人

の使徒たちのほかに、さらに七十二人の人を任命して、神の国の福音を宣伝え

るように送り出されます。このようにして、イエスは、父なる神から与えられ

たご自分の使命に協力するように、多くの人に呼び掛けておられるのです。イ

エスの目には、働き手がいくらいても足りないほどに、豊かな収穫の畑が広  

がっているのです。神の国の福音を告げ、人々をその神の国に招き入れる、父

なる神がご自分にお与えになった収穫の働きのために、イエスは今日も協力者

を求めておられるのです。 

 種は蒔かれ、芽を出し、茎は伸びて、穂は豊かに実っているのです。この全

ては、いのちの源である父なる神の御業です。今願い求めるべきことは、収穫

のために働く人たちをより多く送ってくださるようにということです。「収穫は

多いが、働き手は少ない。だから、収穫のために働き手を送ってくださるよう

に、収穫の主に願いなさい」。このように言われるイエスの心のうちに燃えてい

る熱気を感じ取りたいと思います。わたしたちも、イエスがそれに生涯を賭け

られた働きに協力する者たちとなることが出来るよう心掛けたいと思います。 

 収穫の時を迎えた畑は目の前に広がっているのです。杖も袋も着替えも持た

ずに、身一つで出かければよいのです。後のことは収穫の主が用意してくだ  

さっているからです。 

 七月の第一日曜日、今日のみことばに励まされて、収穫のための働き手を  

願ってこのミサをささげて祈りましょう。「収穫は多いが、働き手が少ない。だ

から、収穫のために働き手を送ってくださるように、収穫の主に願いなさい」。

今日もこのように呼びかけておられるイエスの御ことばに結ばれて、わたした

ちの心からの願いを込めてこのミサをおささげいたしましょう。 


